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Information

● 

内
容
＝
合
同
入
社
式
、
マ
ナ
ー

に
関
す
る
研
修
講
座

●
受
講
料
＝
無
料

●
応
募
期
限
＝
３
月
30
日（
金
）

※ 

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
鹿
屋
商
工
会
議
所
振
興
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

３
１
３
５

「
年
金
相
談
」の
希
望
者
を

募
集

●
日
時
＝
３
月
27
日（
火
）
〜

●
場
所
＝
鹿
屋
年
金
事
務
所

● 

相
談
内
容
＝
各
種
年
金
の
請

求
、
相
談

● 

申
込
方
法
＝
平
日
の
火
〜
金
曜

日
に
、
電
話
又
は
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
＝
相
談
希
望
日
の
約

１
か
月
前

問
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

５
１
２
１

「
青
年
海
外
協
力
隊
及
び
シ

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
参
加
者
を
募
集

　

国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

で
は
、
開
発
途
上
国
で
の
協
力
活

動
を
行
う
「
青
年
海
外
協
力
隊
及

び
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

● 

募
集
期
間
＝
４
月
１
日（
日
）

　

〜
５
月
14
日（
月
）

※ 

詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.jica.

go.jp/

）を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
鹿
児
島

　

☎
０
９
９ｰ

２
２
１ｰ

６
６
２
４

４
月
か
ら「
高
齢
者
等
温
泉

保
養
所
利
用
券
」の
交
付
窓

口
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら「
高
齢
者
等
温
泉
保

養
所
利
用
券
」
の
交
付
窓
口
が
、

「
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
利
用
券
」

と
同
じ
市
高
齢
福
祉
課
⑧
番
窓
口

へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
受
付
・
交
付
は
、

４
月
２
日（
月
）か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

４
月
始
め
は
、
窓
口
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
で

な
い
人
は
、
混
雑
す
る
時
期
を
避

け
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
高
齢
福
祉
課

　
（
１
階
⑧
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
６

お
知
ら
せ

最先端のがん治療 「粒子線治療」最先端のがん治療 「粒子線治療」

問メディポリス医学研究財団
　がん粒子線治療研究センター
　指宿市東方 5188 番地　 ☎ 0993-23-5188
　患者さん相談窓口　　　☎ 0993-24-3456
　http://www.medipolis-ptrc.org/

　メディポリス指宿の「がん粒子線治療研究センター」では、平成
23年 4月の本稼動より、230 人以上の治療を行ってきました。
　 「粒子線治療」は、放射線治療のひとつで、がん病巣にピンポイ
ントに照射することができるため、副作用を最小限に抑えることが
できます。そのため、普段と変わらない生活をしながらの治療が可
能で、仕事をしながら通院でもできる治療法です。 ▲がん粒子線治療研究センター

●利子補給制度の開始
粒子線治療にかかる費用は、公的医療保険の対
象外のため、全額自己負担となり 2,883 千円で
す。県では、県民が粒子線治療を受けやすい環
境を整備するため、当センターで粒子線治療を
受ける患者や家族等が治療費を金融機関から借
り受けた場合に、利子の一部を助成する制度を
創設しました。

●対象者
　患者本人（鹿児島県民）又は家族など
●対象借入金
　借入金のうち粒子線治療相当分
　限度額　2,883 千円
●利子補給率
　６％以内
●利子補給期間
　５年以内　　　　　　　　　　　　　　　
●その他
○所得制限など有り
○ 申請に必要な資料などは、県ホームページから
のダウンロード及び大隅地域振興局健康企画課
で入手できます。

情 報 掲 示 板

か
の
や
ば
ら
園
年
間
パ
ス

ポ
ー
ト
を
割
安
で
購
入
で

き
ま
す

　

４
月
27
日（
金
）
か
ら
開
催
さ

れ
る
春
の
ば
ら
祭
り
を
前
に
、
ば

ら
園
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を
割
安
で

購
入
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
ご
購
入

く
だ
さ
い
。

●
割
安
購
入
期
限
＝
４
月
26
日　

　
（
木
）

●
購
入
金
額

○
一
般
＝
１
，
２
０
０
円

　
（
通
常
１
，
８
０
０
円
）

○ 

小
・
中
・
高
校
生
＝
２
０
０
円

（
通
常
３
０
０
円
）

● 

購
入
場
所
＝
か
の
や
ば
ら
園
管

理
事
務
所

●
購
入
方
法

○ 

新
規
購
入
者
＝
入
園
口
の
券
売

機
で
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
入
園
券

を
購
入
し
て
、
ば
ら
園
管
理
事

務
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○ 

更
新
希
望
者
＝
割
安
購
入
金
額

で
随
時
更
新
で
き
ま
す
。
な
お
、

有
効
期
限
は
、
現
在
お
持
ち
の

パ
ス
ポ
ー
ト
の
期
限
か
ら
１
年

間
で
す
。
更
新
の
際
は
、
パ
ス

ポ
ー
ト
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

問
か
の
や
ば
ら
園
管
理
事
務
所

　

☎
０
９
９
４ｰ

40ｰ

２
１
７
０

カ
レ
ー
好
き
集
ま
れ
!!

●
日
時
＝
４
月
22
日（
日
）

　

12
時
〜
14
時

●
場
所
＝
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー　

● 

内
容
＝
タ
イ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ス
リ
ラ
ン
カ
な
ど
６
か
国
の
カ

レ
ー
の
食
べ
比
べ

●
参
加
料

○
中
学
生
以
上　
　

＝
８
０
０
円

○
小
学
生　
　
　
　

＝
４
０
０
円

○
３
歳
以
上
の
幼
児
＝
２
０
０
円

● 
定
員
＝
50
人（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

● 

応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

※ 

託
児
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
４

月
13
日（
金
）
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

45ｰ

３
２
８
８

平
成　

年
度
鹿
屋
市
中
小

企
業
合
同
入
社
式
・
研
修

講
座
参
加
事
業
所
を
募
集

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
で
は
、
市
内

の
中
小
企
業
に
入
社
し
た
新
入
社

員
の
門
出
を
祝
う
合
同
入
社
式
を

開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
式
終
了
後
に
は
研
修
講

座
も
行
い
ま
す
。

●
期
日
＝
４
月
４
日（
水
）

●
場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所

●応募方法　 市民スポーツ課・各総合支所・各出張所
等に置いてある参加申込書に必要事項を
記入し、必ず切手を貼ってご応募くださ
い。

　　　　　　※ 申込書を入手できない場合は、送付し
ますので事務局へご連絡ください。

　　　　　　※ ファミリーの部及びグループの部のみ
複写でも可

●応募期限　４月 13日（金）　※必着
●留意事項　○ １枚の申込書で、多種目申込はできま

せん。
　　　　　　○ 申込後の不参加及び悪天候などによる

大会中止の場合は、申込料の払い戻し
はしません。

　　　　　　○定員になり次第締め切ります。

問南日本クロスカントリー大会 IN きほく大会事務局
　〒 893-0201　鹿屋市輝北町上百引 3914 番地ロ
　☎ 099-486-1196

南日本クロスカントリー大会 INきほく第第 回回2424
参加者を募集参加者を募集

●日　　時　５月 12日（土）受付：８時～
　　　　　　※雨天決行
●場　　所　きほく上場公園（輝北町市成）
●種　　目　○中学女子＝２㎞　○一般男子＝３㎞
　　　　　　○中学男子＝３㎞　○一般＝８㎞
　　　　　　○高校・一般女子＝３㎞
　　　　　　○高校・一般男子＝５㎞
　　　　　　○ファミリーの部＝ 1.2 ㎞
　　　　　　○グループの部＝ 1.5 ㎞
●参加資格　○ファミリーの部は、２人以上の家族
　　　　　　○グループの部は、３人以上のグループ
　　　　　　※両種目とも年齢制限はありません。
●申  込  料　○一　　　　　般＝　 2,000 円
　　　　　　○中学生・高校生＝ 　1,000 円
　　　　　　○ファミリーの部＝１人 200 円
　　　　　　○グループの部＝１人 200 円
　　　　　　※参加賞として特産品等があります。

24

●粒子線治療のメリット

●主な治療症例
　前立腺、肺、肝臓、頭頸部、膵臓、腎臓　など
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